
 タイムリーな基地局構築によるエリア提供
 パートナー様との柔軟な実証実験環境やイベントにおける一時的な
エリアを提供

 5G時代の様々なアセットを活用したネットワーク提供に向けて、5G搭
載可搬型基地局（テンポラリ基地局）を構築する

 5G時代においてはパートナー様とのサービス協創を行っていく機会が
増加することから、よりタイムリーにパートナー様へ5Gエリアを提供す
る手段の一つとして構想

５Ｇ可搬型基地局J-27

５Ｇ基地局構成

利用シーン基地局仕様

2019.9.12 東京ゲームショウにて運用

商用化済



 LTE基地局と5G基地局，5G基地局同士で世界初のベンダクロスを
実現(2019/9/20 商用運用開始)

 無線装置や連携するLTE基地局に依らずに、5Gエリアの構築を実現
 エリアに応じた柔軟性の高い、よりオープンな次世代の無線アクセス
ネットワークの構築が可能

商用化済

 2018年、世界の有力キャリアと共に、世界共通の基地局装置間イン
ターフェースをつくる、ワールドワイドな組織を設立

 O-RAN ALLIANCE は拡大を続け、5G基地局における装置間インタ
フェースのオープン化・共通化を推進(※O-RAN：Open Radio 
Access Network)

 O-RAN-Alliance参加メンバ（2019年11月現在）
 オペレータ：22社、ベンダ・プロバイダ等：104社

ネットワーク高度化の取り組みJ-27
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O-RAN ALLIANCEの設立

異なるベンダ間での相互接続

AT&T, China Mobile, NTT DOCOMO, Orange, Deutsche Telekom, Bharti Airtel, Bell Canada,
BT Group plc, China Telecom, China unicom, Dish Network, Reliance Jio Infocomm, KDDI, KT,

Singtel, SK telecom, SoftBank, Sprint Corporation, Telefonica, Telstra, Telecom Italia Mobile, Verizon 

※2019年11月現在
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